
平成 28 年度生徒指導集中対策指定校及び生徒指導実践指定校「特別活動の取組事例」 

学校名 広島県立松永高等学校 校 長 山垣内 俊行 生徒指導主事 石田 達生 
 

取 組 事 例 名 『月 1（イチ）ボランティア』 

取 組 の ね ら い『自分たちの居場所は自分たちできれいにしよう』 

生徒会長の思い「校舎をきれいにしたい」，副会長の選挙公約「学校をきれいにし，愛される学校にする」

を基にボランティア清掃活動を行う。活動を通して，集団や社会の一員としてよりよい生活や人間関係

を築こうとする態度を養うとともに，活動の輪を拡げていく。 

取組の具体的内容『松高ピカピカ大作戦』 

学校経営計画支援事業に「松高ピカピカ大作戦」で応募し，清掃用具（高圧洗浄機 2 台）を購入する。 

昇降口に「目安箱」を設置する。続いて，各クラスに「ドラえもんＢＯＸ」を設置し，広く意見を求め

る。 

9 月から「生徒会だより」を発行し，「月１（イチ）ボランティア」の情報などを生徒に広く周知する。 

月に１回「テーマ」を決めて，放課後に１時間程度清掃活動を行う。 

「生徒会だより」を通して，成果報告と次回の案内を行う。 
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取組の課題・創意工夫『目安箱・ドラえもんＢＯＸ』 

今月で５回目となる。少しずつではあるが，参加者は増加傾向にある。各クラスに「ドラえもんＢＯＸ」

を置いたことや「生徒会だより」の発行が，生徒会執行部と他の生徒とのコミュニケーションツールと

なり，情報の共有化が図られ，生徒会活動の活性化につながることを期待するものとなっている。 

情報共有をより深めていくために，「生徒会だより」等の内容の充実を図るとともに，情報を周知する方

法を工夫していかなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組の成果（効果）『生活環境・学習環境の維持向上』 

参加人数はまだ少ないものの，参加した生徒は，自らの生活環境や学習環境を自分たちの手で整備した

ことで，達成感や充実感を味わい，仲間とともに協力し課題解決をめざす能力を身に付けることができ

たと考える。また，参加していない生徒も，汚れていた所が仲間たちの力できれいになっているのを見

て，意識が変わり心が動かされていくのではと考えている。 

 

今 後 の 展 開『小さな輪から大きな輪へ』 

今後は，これまで参加してきた生徒たちがさらに友達を 1 人でも 2 人でも多く巻き込み，大きな輪へと

広げていくこと。そして，校内での活動を充実させるとともに，校外での活動も企画・実施し，当たり

前のことが当たり前にできる学校として，地域から頼りにされ，愛される存在になっていきたい。 

 

他校へのアドバイス『継続，そして伝統へ』 

これまでも「美化女子隊」などとして清掃活動等を行ってきたが，先輩から後輩へと十分繋がっている

とは言えないのが課題である。しかし，松高生の取組として継続させていくことで今年度の活動が来年

再来年へと繋がり，「伝統」と呼べるものにまでなっていくのではないかと考える。 

 

 


